
与路小・中学校 学校便り 令和２年５月号

６月

５日（金） 租税教室
６日（土） 水難事故防止教室

海岸清掃，海開き
８日（月） 家庭生活振り返り週間

（～１４日）
９日（火） 保健タイム
１５日（月） スクールカウンセラー来校

ＡＬＴ来校
１６日（火） 小学校集合学習会（伊子茂）
１８日（木） 池地小との交流学習（与路）
１９日（金） ＡＬＴ来校
２３日（火） 児童生徒朝会

世界がひろがる読書の日

７月

２日（木） 中 期末テスト １日目
３日（金） 中 期末テスト ２日目
６日（月） 学校保健委員会 学級ＰＴＡ

家庭生活振り返り週間
（～１２日）

７日（火） 保健タイム ＡＬＴ来校
８日（水） 池地小との交流学習（池地）
９日（木） 学校評議委員会
１１日（土） 水泳大会
１３日（月） ＡＬＴ来校
１４日（火） 児童生徒朝会
１６日（木） 三島中学校集合学習会

（諸鈍中）
２０日（月） 終業式 大掃除
２１日（火） 夏季休業日～８／３１
２３日（木） 世界がひろがる読書の日

６・７月の主な行事予定
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８日（金），防犯訓練を行いました。５・６年
教室前の廊下に不審者があらわれたという設定で
行いました。
職員が不審者の対応をしている間に児童生徒は

ベランダから図書室への非常階段を使って真剣に
速やかに避難を行うことができました。
その後ＤＶＤ視聴をし，児童生徒全員で「いか

のおすし」を確認しました。
また，与路島で不審者に遭遇したときの対応の

仕方や子ども１００当番の家の確認も行いました。
自分の身は自分で守ることを認識して，いざと

いうときに向けての訓練学習ができました。

防犯教室

与 路 小 ・ 中 の 様 子 は 加 計 呂 麻 島 学 校 Ｈ Ｐ で … ( http://kakeroma-
school.sakura.ne.jp//yoro/index.html)与路グリーンハウスブログもリンクしてます。

１３日（水），風水害訓練を行い，津波が起
きたときの避難経路・場所の確認を行いました。
台風や大雨の時期は，用水路や川などの危険
な場所には絶対近づかないこと。津波がきたら
高いところに避難する，などの確認ができました。

風水害訓練

８日（金），交通安全教室を行いました。ＤＶ
Ｄを視聴後，「ぶたはしゃべる」で自転車点検の
ポイントを学んだ後，校庭で自転車運転の実技
講習を行いました。
横断歩道に歩行者がいるときは，しっかり確認
・停止し，障害物に注意しながらの運転訓練で
した。とても充実した交通安全教室になりました。

交通安全教室

新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言により，全国
的に４月２２日から５月１０日まで臨時休校となりまし
たが，１１日から再開しました。本校はこれまでも地域
の方とのあいさつ以外の接触を避けることや家庭での体温測
定で３７度以上の熱があれば欠席することなどの対応をして
きました。全国の緊急事態宣言が解消されるまでは続けてい
きます。地域の皆様のご理解・ご支援をよろしくお願いいた
します。
さて，生きるうえでも「しつけが大切」
だと思います。岸本裕史さんの本にもあり
ますが，しつけを４つにまとめてみました。
まず，基本的な生活習慣を確立させると

いうしつけです。朝６時に起きる，顔を洗
う，朝食をとる，夜９時には寝るなど毎日
同じことの繰り返しが，確かな学力につながります。
次に，マナーとか礼儀作法のしつけです。あいさつを
する，お礼をするなど他の人と接するときは丁寧な対応
が大事です。言い換えると他人に迷惑をかけないという
ことになります。
３つ目に，家事手伝いのしつけです。勉強するのは，
よい点をとることだけが目的ではありません。将来，就
きたい仕事ややりがいのある仕事をするための力をつけ
るために，いろんなつらさに耐えて勉強し，働くことの
基礎を築いているのです。毎日，責任ある家事を分担し
ている子は，自然に集中力も責任感もついてきます。家
庭生活を支えていく上で，なくてはならない一員だとい
う誇りも生まれます。家事手伝いは，家族の間のつなが
りを強め，思いやる心を育てます。人の立場のわかる子
にもなっていきます。人を大切にする態度もでてきます。
４つ目に，家庭学習のしつけです。その日，学校で学
習してきたことは，寝るまでに必ず復習しなければ，確
かな学力として身に付いたものとはなりません。また，
家庭でもなぜ勉強しなければいけないかを子どもと話し
合うことです。子どもが自らの未来を見据えることがで
き，展望をもち，意欲をもつことが必要です。
なお，しつけに体罰は必要ありません。

“しつけ”を大切に
校長 前泊 勝利


